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 私の所長在任中は､国内 4.5 回、海外 3.5 回であった。2016 年度春合宿が韓国（釜山）から日
本（博多）へというコースだったので、これをそれぞれ国内・海外 0.5 回と数えている。一応、
海外視察は原則 2 年に 1 度ということになっているものの、近年はそれも確たるものではなく
なってきて、この 4 年間で海外 3.5 回となっている。 
 2013 年度から 2016 年度の合宿特別研究会を列挙すると下記のようになる。 
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2013 年度 夏合宿 ベトナム・ハノイでのシンポジウムとハロン湾（2013 年夏実施） 
春合宿 飯田市（2014 年春実施） 
2014 年度 夏合宿 三陸海岸（2014 年夏実施） 
春合宿 ベトナム・ホーチミンとフエ（2015 年春実施） 
2015 年度 夏合宿 長野県北信地方の地方活性化（2015 年夏実施） 
春合宿 大阪堺（古墳）（2016 年春実施） 
2016 年度 夏合宿 タイ、ラオス、ベトナム横断（2016 年夏実施）  
春合宿 釜山―対馬－博多（2017 年春実施） 
 2013 年度の夏合宿先はベトナムだった（参加者 18 名）。これはわれわれ事務局がプランを練
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ともあって、計 21 名の参加となった。 
夏合宿を終え、2015 年春の合宿を企画するにあたって、再度ベトナムを対象地として検討す






























































年齢層は 40 歳代は少なく、多くが 50 歳代以上であり、長時間のエコノミークラス席はかなり




















年 3 月実施を仮定して検討することに決めた。 


























夏季合宿研を終えて、忙しい秋の社研諸事業を終え、急ぎ 2017 年春に実施する 2016 年度春
季合宿研の企画と準備にかかった。イギリス視察を断念したのち、私に一つの腹案があった。









































る。社研の合宿研は 1960 年代から連綿と実施されている、主要な活動の一つである。『社研 40
年史』を参考に振り返ってみると、1960 年代、70 年代は重化学工業の工場見学を行なっている。















研究会（2009 年 3 月実施）は、韓国視察であり、このときは檀国大との共同シンポジウムのの
ち、釜山までバスで南下したのだったが、私はその途中で「光州事件」を振り返るため、全南
大学での研究会開催と「国立 5.18 墓地」訪問を行程に入れた。いわば歴史分野の組み込みであ










問わず、最も多い参加者数は 31 名である。近年ではなかなか 25 名には達しない規模で行なわ
れており、企画・準備・主催する側からすると、25 名程度の規模で実施したい。これは近年の
学内業務の忙しさと関係している面もある。様々な委員会会議と重なり、参加できないメンバー
も多いのだ。日程設定に苦労する所以である。とはいえ、正直に言えば、40 名規模での準備・
実施を考えると、主催側の大きな負担に足がすくむのだが。 
もう一つ、特に海外合宿研に関して課題として挙げるとしたら、これまでの社研の海外視察
は、東南アジアと東アジアに限られていることだろうか。これまで中国視察が最も多く、つぎ
にベトナム、タイである。経済成長著しく、社会的変貌も大きい（らしい）インドの視察は、
これを何度も行なっている人文研とは対照的に、まだ一度も行なっていない。そしてヨーロッ
パ、イギリス産業革命遺産視察も残念ながら､私の所長在任中は「幻」になってしまった。その
他、南アメリカを含め、社研にはそれら地域の研究者は何人もいるのだから、彼らに協力を仰
いで､今後、ぜひ実現してもらいたい。もちろんその際は、私も一所員として参加させてもらう。 
